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視
点
・
論
点
①

海
自
特
別
警
備
隊「
脱
落
者
制
裁
」集
団
暴
行
死
亡
事
件
の
真
相
究
明
を
求
め
る	

久
野
成
章

　

海
上
自
衛
隊
特
別
警
備
隊
の
隊
員
を
養
成
す
る
第
一
術
科
学
校
（
江
田
島
市
）
の

特
別
警
備
課
程
で
九
月
、
同
課
程
を
中
途
で
や
め
、
潜
水
艦
部
隊
へ
の
異
動
を
二
日

後
に
控
え
た
男
性
三
等
海
曹
（
二
五
歳
）
が
、
一
人
で
隊
員
十
五
人
の
相
手
を
さ
せ

ら
れ
急
性
硬
膜
下
血
腫
で
死
亡
し
た
。
十
四
人
目
の
三
発
目
の
パ
ン
チ
を
受
け
て
倒

れ
る
ま
で
に
、
二
百
三
十
発
の
打
撃
を
受
け
た
。
海
自
呉
地
方
総
監
部
は
、
事
件
当

日
と
死
亡
翌
日
に
「
訓
練
中
の
事
故
」
と
広
報
し
た
が
、
三
曹
が
十
五
人
の
相
手
を

し
て
い
た
こ
と
な
ど
は
隠
し
て
い
た
。
五
月
に
も
別
の
隊
員
が
異
動
直
前
の
「
格
闘

訓
練
」
で
隊
員
十
六
人
の
相
手
を
さ
せ
ら
れ
、
負
傷
し
て
い
た
。
教
官
ら
は
三
曹
の

遺
族
に
「（
異
動
の
）
は
な
む
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
説
明
し
、三
曹
の
遺
族
は
、「
訓

練
中
の
事
故
で
は
な
く
、
異
動
の
『
は
な
む
け
』
と
称
し
て
脱
落
者
の
烙
印
を
押
し
、

制
裁
と
見
せ
し
め
の
意
味
を
込
め
た
集
団
で
の
体
罰
だ
」「
真
実
を
明
ら
か
に
し
て
ほ

し
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
同
課
程
を
や
め
る
隊
員
に
対
し
、「
訓
練
」
と
の
口
実
で
集

団
暴
行
が
常
態
化
し
、「
脱
落
者
へ
の
制
裁
」「
リ
ン
チ
」
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

　

こ
の
事
件
は
、
一
〇
月
一
二
日
に
マ
ス
コ
ミ
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
一
三
日
に
報

道
さ
れ
た
。
一
七
日
、
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
は
麻
生
首
相
・
浜
田
防
衛
相
・
杉
本
海
上
自

衛
隊
呉
地
方
総
監
あ
て
の
「
集
団
暴
行
事
件
に
つ
い
て
の
抗
議
お
よ
び
真
相
究
明
を

求
め
る
要
請
書
」
申
し
入
れ
行
動
を
し
た
。
二
九
日
、
社
民
党
の
阿
部
知
子
衆
院
議

員
ら
一
〇
人
は
第
一
術
科
学
校
を
視
察
し
、「
隊
長
や
教
官
に
は
格
闘
を
指
導
す
る
た

め
の
教
育
を
受
け
た
経
験
が
な
い
。
安
全
配
慮
が
全
く
果
た
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指

摘
し
た
。

　

海
自
は
創
設
時
か
ら
も
と
も
と
、人
間
同
士
の
「
白
兵
戦
」
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
常
識
を
超
え
る
自
衛
隊
初
の
特
殊
部
隊
と
し
て
特
別
警
備
隊
は
、
一
九
九
九
年

三
月
二
二
日
の
能
登
半
島
沖
不
審
船
事
件
を
契
機
に
創
設
が
決
定
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ

ス
海
兵
隊
の
特
殊
舟
艇
部
隊
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
教
官
か
ら
基
礎
訓
練
を
受
け
、
二
〇
〇
一

年
三
月
二
七
日
江
田
島
基
地
に
正
式
開
隊
。
こ
の
年
の
六
月
二
〇
日
よ
り
約
一
ヶ
月

間
、
江
田
島
に
て
米
海
軍
特
殊
戦
グ
ル
ー
プ
１
（
Ｎ
Ｓ
Ｗ
Ｇ
１
）
か
ら
訓
練
を
受
け

た
。
一
二
月
二
二
日
奄
美
沖
で
九
州
南
西
海
域
工
作
船
事
件
が
発
生
し
た
際
、
政
府

か
ら
出
動
待
機
命
令
に
よ
り
出
動
体
制
に
入
る
が
、
そ
の
前
に
不
審
船
が
自
沈
し
た

為
、
初
出
動
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
昨
年
六
月
二
八
日
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
初

め
て
公
式
に
訓
練
が
公
開
。
広
島
県
宮
島
周
辺
海
域
に
て
、
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と

高
速
ゴ
ム
ボ
ー
ト
「
特
別
機
動
船
」
か
ら
、
不
審
船
に
見
立
て
た
水
中
処
分
母
船
に

乗
り
移
り
制
圧
す
る
内
容
。
海
自
で
は
特
別
警
備
隊
の
訓
練
の
公
開
は
「
こ
れ
が
最

初
で
最
後
」
と
し
て
い
る
。

　

任
務
は
、
防
衛
出
動
お
よ
び
海
上
警
備
行
動
時
の
不
審
船
等
に
対
す
る
立
入
検
査
、

す
な
わ
ち
臨
検
で
あ
る
。
不
審
船
の
武
装
解
除
、
無
力
化
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
現

在
の
編
成
、
個
人
装
備
、
指
揮
系
統
な
ど
の
情
報
は
す
べ
て
非
公
開
と
さ
れ
、
陸
上

自
衛
隊
特
殊
作
戦
群
と
の
有
機
的
結
合
が
狙
わ
れ
て
お
り
、
全
体
的
な
即
応
力
、
機

動
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、海
自
特
別
警
備
隊
と
は
、

教
育
・
訓
練
ま
で
も
「
対
テ
ロ
戦
争
」
を
想
定
し
た
実
戦
的
組
織
へ
と
自
衛
隊
が
変

ぼ
う
し
つ
つ
あ
る
中
、
危
険
か
つ
誤
っ
た
方
向
、
す
な
わ
ち
武
力
行
使
の
道
を
歩
ん

で
い
る
最
大
の
証
拠
の
部
隊
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
件
は
、
自
衛
隊
内
に
続
発
し
て
い
る
隊
員
同
士
の
「
い
じ
め
」
や
私
的

制
裁
の
内
容
を
超
え
て
お
り
、
上
官
の
指
導
・
監
督
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
暴
力
事

件
で
あ
り
、
明
白
な
規
律
違
反
で
あ
り
、
指
導
教
官
の
刑
事
責
任
も
問
題
と
な
り
う

る
事
件
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
自
は
、
総
監
部
内
に
独
自
の
幹
部
ら
約
十

人
に
よ
る
事
故
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
ま
た
、
捜
査
は
身
内
に
甘
い
海
自
警
務
隊

が
行
っ
て
い
る
。
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
や
社
民
党
は
、
真
相
究
明
の
た
め
、
組
織
外
部
の

第
三
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
引
き
続
き
監
視
し
、

幕
引
き
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
く
の
・
な
る
あ
き
／
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
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・
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・
岩
国
）




